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１．新元気世代プロジェクトとは 

 

「新元気世代」の定義 
いつまでも元気に暮らしていくためには、セカンドライフの健康維持や社会参加など、

暮らし方について早い段階から考えていく必要があることから、本市では、概ね 50 歳以

上を「新元気世代」と定義しています。 

 

「人生 100年時代」を迎える中、生涯にわたり笑顔あふれる豊かな暮らしを送るためには、「健康

維持」とともに、「生きがい」を持つことが重要であると言われています。 

そこで、新元気世代に対し、日常生活における手軽な運動や食生活、スポーツや文化活動、生涯学

習による趣味とボランティア活動、地域活動や就労による社会参加等を提案することにより、様々な

人と「つながり」「支え合い」、自らも進んで社会に参加し、充実した毎日を送ることが、現代社会に

おいて求められています。 

 新元気世代プロジェクトでは、新元気世代の社会参加や生きがいづくり、健康維持等を総合的に支

援し、生涯にわたり誰もが幸せで笑顔あふれる暮らしを送ることを目指します。 

 

２．本プログラムの位置づけ 

本プログラムは、「第６次焼津市総合計画」で掲げる健康の分野に関する計画であり、総合計画と

整合性を図るとともに、「やいづ健康いきいきプラン」や「ほほえみプラン 21」等の関連計画との

整合を図り、策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6次焼津市総合計画 

焼津市新元気世代 
プロジェクト 

アクションプログラム 
整合 

など ●やいづ健康いきいきプラン 

・焼津市健康増進計画 

・焼津市食育推進計画 

・焼津市歯科口腔保健計画 

●ほほえみプラン 21 

・焼津市高齢者保健福祉計画 

・焼津市介護保険事業計画 

●焼津市スポーツ推進計画 

●焼津市地域福祉計画・地域福祉活動計画 

関連計画 
●焼津市文化振興計画 

スマイルライフやいづ 

プロジェクト 
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３．計画期間 

本プログラムの計画期間は、令和 2（2020）年度から令和６（2024）年度までの５年間としま

す。ただし、計画期間終了後に社会情勢の変化等により、必要に応じて随時見直すものとします。 

  

計画期間 

令和２年４月 

（令和２年度） 

令和 7年 3月 

（令和６年度） 

（必要に応じて随時見直し） 
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第１章 背景と課題 
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１．新元気世代に係る背景の把握 

１）全国的な傾向 
（１）人口 
①新元気世代の人口推移 

 

・50歳以上の人口は、これまで一貫して増加しており、今後も増加する推計が示されています。 

・将来的には、国民の過半数を 50歳以上が占める予想となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50歳以上の人口が増加しており、将来的に国民の過半数を超えることが確実 

18,472 17,521 16,803 15,945 15,075 14,073 13,212 12,457 11,936 11,384 

59,308 56,496 54,686 53,104 50,066 
45,746 42,583 40,205 38,242 36,441 

48,917 53,268 55,591 58,046 60,184 
62,725 

63,330 62,554 60,740 58,596 

0

50,000

100,000

150,000

H12年 H17年 H22年 H27年 R2年 R7年 R12年 R17年 R22年 R27年

（千人） 全国の年齢階層別人口推移と将来推計

50歳以上

15~49歳

0~14歳

実績値 推計値

14.6% 13.8% 13.2% 12.5% 12.0% 11.5% 11.1% 10.8% 10.8% 10.7%

46.8% 44.4% 43.0% 41.8% 39.9% 37.3% 35.7% 34.9% 34.5% 34.2%

38.6% 41.8% 43.7% 45.7% 48.0% 51.2% 53.2% 54.3% 54.8% 55.1%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H12年 H17年 H22年 H27年 R2年 R7年 R12年 R17年 R22年 R27年

全国の年齢階層別人口構成の推移と将来推計

50歳以上

15~49歳

0~14歳

出典：国勢調査（平成 27年まで）、社人研「日本の将来推計人口（平成 29年推計）」（令和 2年以降） 

 

出典：国勢調査（平成 27年まで）、社人研「日本の将来推計人口（平成 29年推計）」（令和 2年以降） 
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（２）健康づくり 
①健康寿命・平均寿命の推移 

 

・我が国の健康寿命は、平均寿命と同様に年々延伸しています。 

・日常生活に制限のある「不健康な期間」を意味する平均寿命と健康寿命の差を性別で比較すると、

女性の方が長くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②運動習慣 
 

・他年代と比較すると、50歳以上は、運動習慣のある人の割合が高いことがわかります。 

・内訳を見ると、男性は 50代の割合が低く、女性は 50～60代と 70歳以上で差があります。 

 

 

 

 

 

   

健康寿命も平均寿命も延伸している 

他年代と比較し、高齢者は運動習慣がある人の割合が高い 

78.07 78.64 79.19 79.55 80.21 80.98 

69.40 69.47 70.33 70.42 71.19 72.14 

65

70

75

80

85

90

H13年 H16年 H19年 H22年 H25年 H28年

健康寿命・平均寿命（男性）

平均寿命

健康寿命

（年）

84.93 85.59 85.99 86.30 86.61 87.14 

72.65 72.69 73.36 73.62 74.21 74.79 

65

70

75

80

85

90

H13年 H16年 H19年 H22年 H25年 H28年

健康寿命・平均寿命（女性）

平均寿命

健康寿命

（年）

35.9%

28.3%

14.7%

24.4%

27.1%

42.9%

45.8%

22.1%

41.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

総数(N=1,489)

20代(N=92)

30代(N=136)

40代(N=193)

50代(N=199)

60代(N=354)

70歳以上(N=515)

（再掲）20～49歳(N=421)

（再掲）50歳以上(N=1,068)

運動習慣のある人の割合（男性）

28.6%

11.6%

14.3%

16.1%

23.9%

29.6%

42.3%

14.9%

34.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

総数(N=1,975)

20代(N=86)

30代(N=189)

40代(N=310)

50代(N=305)

60代(N=426)

70歳以上(N=659)

（再掲）20～49歳(N=585)

（再掲）50歳以上(N=1,390)

運動習慣のある人の割合（女性）

※「運動の習慣有」とは、１回 30分以上の運動を週２回以上実施し、１年以上継続していること。 

出典：平成 29年国民健康・栄養調査 

出典：平均寿命：平成 13・16・19・25・28年は、厚生労働省「簡易生命表」、平成 22年は「完全生命表」  

健康寿命：平成 13～22年は、厚生労働科学研究費補助金「健康寿命における将来予測と生活習慣病対策の費用対効

果に関する研究」、平成 25・28年は「第 11回健康日本 21（第二次）推進専門委員会資料」 
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（３）生きがいづくり 
①学習活動 

 

・内閣府が実施した「教育・生涯学習に関する世論調査」（平成 27年）によると、60歳以上の 4

割以上が生涯学習を行っています。 

・生涯学習の内容は、「健康・スポーツ」（健康法、医学、栄養、ジョギング、水泳など）や「趣味

的なもの」（音楽、美術、華道、舞踊、書道、レクリエーション活動など）が多くなっています。 

・生涯学習により身につけた知識等は、人生の豊かさや健康の維持・増進等に活かしている方が多

く、60代では日常生活や社会・地域活動等に生かしている人も比較的多くなっています。 

・一方で、過半数の方は「生涯学習をしたことがない」と回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習を行っている 60歳以上は４割以上を占め、 

人生の豊かさや健康増進等に生かされている 

23.7%

24.6%

6.3%

10.2%

9.3%

12.6%

5.1%

3.0%

0.9%

4.2%

1.8%

0.9%

52.4%

0.3%

20.3%

24.9%

2.8%

1.8%

7.5%

6.7%

8.0%

1.8%

1.3%

2.6%

1.8%

1.0%

53.0%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

健康・スポーツ

趣味的なもの

職業において必要な知識・技能

教養的なもの

家庭生活に役立つ技能

ボランティア活動のために必要な知識・技能

社会問題に関するもの

育児・教育

就職や転職のために必要な知識・技能

自然体験や生活体験などの体験活動

情報通信分野の知識・技能

その他

生涯学習をしたことがない

わからない

60歳以上の者が行っている生涯学習（複数回答）

60代

70歳以上

（注）調査対象は全国20歳以上の日本国籍を有する者であるが、そのうち60歳以上の回答を抜粋して掲載

59.5%

55.7%

16.5%

38.0%

34.2%

4.4%

1.3%

63.2%

58.8%

9.3%

25.8%

26.4%

5.5%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自分の人生がより豊かになっている

自分の健康を維持・増進している

仕事や就職の上で生かしている

家庭・日常の生活に生かしている

地域や社会での活動に生かしている

生かしていない

わからない

身につけた知識等の活用状況（複数回答）

60代

70歳以上

（注1）調査対象は全国20歳以上の日本国籍を有する者であるが、そのうち60歳以上の回答を抜粋して掲載

（注2）この1年くらいに「生涯学習をしたことがある（計）」とする者に質問した。

出典：内閣府「教育・生涯学習に関する世論調査」（平成 27年） 

出典：内閣府「教育・生涯学習に関する世論調査」（平成 27年） 
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２）焼津市の現状 
（１）人口 
①新元気世代の人口推移 

 

・全国的な傾向と同様に新元気世代（＝50 歳以上）の人口は、これまで一貫して増加しており、

今後も増加することが推計されています。 

・人口比で見ると、新元気世代は、全国よりも速いスピードで比率が上昇しており、令和 2年には

概ね半数を占める予測となっています。さらに、令和 27年には市民の約 6割を占める推計が示

されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全国よりも速いペースで新元気世代の人口が増加し、過半数を超えることが確実 

21,825 20,738 20,063 18,432 16,610 14,727 13,397 12,215 11,291 10,432 

63,784 61,186 59,092 
55,342 

51,019 
45,554 

41,030 37,860 35,151 32,748 

55,842 61,103 63,957 
65,369 

67,348 
69,238 

68,924 
66,578 

63,201 
59,543 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

H12年 H17年 H22年 H27年 R2年 R7年 R12年 R17年 R22年 R27年

焼津市の年齢階層別人口推移と将来推計

50歳以上

15~49歳

0~14歳

実績値 推計値

15.4% 14.5% 14.0% 13.2% 12.3% 11.4% 10.9% 10.5% 10.3% 10.2%

45.1%
42.8% 41.3% 39.8% 37.8%

35.2% 33.3% 32.5% 32.1% 31.9%

39.5% 42.7% 44.7% 47.0% 49.9% 53.5% 55.9% 57.1% 57.6% 58.0%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H12年 H17年 H22年 H27年 R2年 R7年 R12年 R17年 R22年 R27年

焼津市の年齢階層別人口構成の推移と将来推計

50歳以上

15~49歳

0~14歳

出典：国勢調査（平成 27年まで）、社人研「日本の地域別将来推計人口（平成 30（2018）年推計）」（令和 2年以降） 

出典：国勢調査（平成 27年まで）、社人研「日本の地域別将来推計人口（平成 30（2018）年推計）」（令和 2年以降） 
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②単身世帯・高齢者のみの世帯 
 

・人口に占める単身世帯の割合を年

代別に比べると、34歳以下を除

き、高齢になるにつれて増加する

傾向にあります。 

・高齢者のみの世帯も急激に増加し

ており、直近 25年間で単身高齢

者数は約 7倍、高齢夫婦のみの世

帯は約 5倍に増加しています。 

・単身高齢者を含む高齢者のみの世

帯の増加により、「介護」、「社会的

孤立」、「貧困」等の問題が懸念さ

れます。 

 

 

 

 

 

出典：平成 27年度国勢調査 

 

 

 

 

 

 

   

高齢者のみの世帯数が増加しており、単身世帯の割合も高い傾向にある 

1.7%

12.1%

12.9%

8.7%

7.3%

7.6%

8.3%

8.5%

9.9%

10.5%

11.2%

10.4%

11.5%

13.8%

10.4%

0% 5% 10% 15%

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85歳以上

年代別人口に占める単身世帯の割合（焼津市）

623 967 
1,522 

2,166 
3,095 

4,407 

1,164 

1,780 

2,725 

3,698 

4,740 

5,981 

4.8%

6.7%

9.6%

12.4%

15.9%

20.5%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

H2年 H7年 H12年 H17年 H22年 H27年

割
合

世
帯
数
（
世
帯
）

高齢者のみ世帯数の推移（焼津市）

高齢者単独世帯 高齢夫婦のみ世帯 全世帯に占める高齢者のみの世帯の割合

（資料：国勢調査）旧焼津市＋旧大井川町の値
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（２）健康づくり 
①お達者度（健康寿命） 

 

・お達者度（65歳から元気で自立して暮らせる期間を算

出したもの）の推移は、ほぼ横ばいとなっています。 

・静岡県全体と比較すると、やや低い傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：静岡県健康増進課 

②医療費の推移 
 

・一人あたり年間医療費は、年々増加しています。 

・加入種類別に見ると、後期高齢者医療制度に係る医療費が高いことがわかります。 

・今後、後期高齢者がさらに増加することが予想されるため、いつまでも元気でなるべく医療機関

に掛からず、健康に暮らし続けることが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※医療費は公費部分を含む総額                                             出典：焼津市保険年金課 

  

平成 28年度お達者度 

 
平均自立期間（年） 

男性 女性 

焼津市 17.80 20.75 

静岡県 18.14 21.20 

お達者度は県全体と比べてやや低い水準で横ばいとなっている 

一人あたり医療費は年々増加しており、後期高齢者の医療費が高額である 

20.79 20.88 20.73 20.70 20.77 20.69 20.81 20.75 

17.27 

17.80 
17.48 

17.73 17.81 17.73 17.83 17.80 

16

17

18

19

20

21

22

H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年

（年） 焼津市のお達者度（65歳から元気で自立して暮らせる期間）の推移

焼津市女性

焼津市男性

64.0 
72.3 75.4 

25.6 
30.6 

34.4 

0

20

40

60

80

100

H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年

（万円） 焼津市の一人あたり年間医療費の推移

後期高齢者

一般（国民

健康保険）
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３）アンケート調査の結果から 
（１）調査の概要 
・50 歳以上の方々の現在の生活の実態に関することや健康維持、生きがいづくりに関する意向を

把握することを目的とし、アンケート調査を実施しました。その結果は以下の通りです。 

調査対象 焼津市在住 50歳以上の市民（住民基本台帳より無作為抽出） 

配布・回収方法 郵送配布・郵送回収 

調査期間 令和元年 9月 5日（木）～9月 25日（水） 

配布・回収数（率） （回収／配布）＝968件／2,000件＝48.4% 

 

（２）調査の結果 
①現在の暮らし全般の感想 
ア．幸福度 

 

・幸福度を 0～10点の 11段階評価で聞いたところ、平均値は 6.90で全国調査と概ね同じよう

な傾向でした。 

・性別では女性、年代別では 70代の幸福度が高い傾向が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．幸せに感じる要因 
 

・幸せに感じる要因として、健康であることや

家庭が円満であること、おいしい食事ができ

ることなどが上位となっています。 

  

幸福度スコア（0～10点で評価）は平均 6.90で、全国調査と同様の傾向 

健康や家庭円満、おいしい食事などが

幸せに感じる要因 

０点

0.6%

１点

0.3%

２点

1.4% ３点

3.9%

４点

3.9%

５点

18.7%

６点

8.5%
７点

15.2%

８点

24.0%

９点

9.9%

10点

11.1%

無回答

2.3%
(N=966)

平均スコア 

6.90 

6.77 

7.02 

6.54 

6.85 

7.09 

7.06 

0 2 4 6 8 10

男性(N=424)

女性(N=530)

50代(N=193)

60代(N=298)

70代(N=325)

80歳以上(N=149)

性
別

年
代

幸福度（クロス集計）

71.3%

43.9%

34.7%

25.7%

24.0%

19.8%

16.7%

15.8%

11.7%

4.7%

2.4%

2.3%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80%

健康

家庭が円満

おいしい食事

自由な時間

友人や仲間

趣味

仕事

前向きに生きる

やりがい・生きがい

他人を愛する

他人から認められる

その他

無回答

(N=950)
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②健康維持に関すること 
ア．自分自身の健康状態 

 

・「とても健康だと思う」と「健康な方だと思う」

を合わせると、約８割の人が健康だと感じて

います。 

 

 

 

 

 

 

イ．普段から健康に気を付けていること 
 

・「睡眠、休養を十分にとる」「栄養のバランス

の取れた食事をとる」「定期的に健康診断を

受ける」が上位となっています。 

・その他、「運動（スポーツ）をする」「趣味を

持つ」「健康の情報や知識を持つ」も 30%前

後の人が回答しています。 

 

 

ウ．健康維持のために今後やりたいもの 
 

・「睡眠、休養を十分に取る」が最多となってい

るほか、「友人・仲間と楽しい時間を過ごす」

「栄養バランスのとれた食事をとる」「定期

的に健康診断を受診」「ウォーキング・ランニ

ング・ラジオ体操等」も 35～40%程度を占

め、比較的多くなっています。   

約８割の人が、 

自分は健康だと感じている 

「睡眠、休養」「食事」「定期健診」 

などに気をつけている人が多い 

「睡眠、休養」「仲間と楽しく過ごす」

「食事」「定期健診」「軽い運動」など

が上位となっている 

とても健康

だと思う

6.5%

健康な方だと思う

71.6%

あまり健康

ではない

15.4%

健康で

はない

5.1%

分からない

0.8%

無回答

0.6%

(N=968)

66.3%

53.7%

48.5%

32.1%

30.6%

26.8%

13.9%

10.1%

10.1%

8.2%

5.5%

0.2%

0% 20% 40% 60% 80%

十分な睡眠、休養

バランスの良い食事

定期健診の受診

運動（スポーツ）をする

趣味を持つ

健康の情報や知識を持つ

酒・タバコを控える

地域活動へ参加

具体的に何もしていない

ボランティア等へ参加

その他

無回答

(N=968)

49.1%

40.5%

37.3%

36.5%

36.2%

11.2%

10.5%

9.3%

8.5%

5.0%

2.1%

4.4%

6.9%

0% 20% 40% 60%

十分な睡眠、休養

仲間と楽しく過ごす

バランスの良い食事

定期健診の受診

軽運動をする

健康教室へ参加

運動・スポーツ講座へ参加

地域活動やボランティア

ジム等の施設へ通う

料理教室等へ参加

スポーツイベントへ参加

その他

無回答

(N=968)
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③生きがいづくりに関すること 
ア．現在、生きがい（喜びや楽しみ）を感じているか？ 

 

・十分感じている人が約３割、多少感じている

人が約半数で、あわせて約８割の人が生きが

いを感じていると回答しています。 

 

 

 

 

 

イ．生きがいを感じるとき 
 

・「家族との団らんの時」が最も多く、「友人や

知人と交流している時」「おいしい物を食べ

ている時」「趣味やスポーツに熱中している

時」が続いています。 

 

 

 

ウ．すでに行っている活動と今後新たにやりたいもの 
 

・すでに行っている活動、今後新たにやりたい

ものともに、「趣味」や「健康維持・運動」が

多くなっています。 

・また、「地域活動」はすでに行っている活動と

して多く選択されていますが、今後新たにや

りたいものとしては少数となっています。 

 

 

 

  

約８割の人が、 

生きがいを感じている 

「家族との団らん」「友人との交流」 

「食事」「趣味やスポーツ」等が 

上位となっている 

４割以上の人が、趣味や健康維持等の 

活動をすでに行っている 

55.0%

49.4%

44.2%

41.1%

34.0%

22.6%

20.7%

18.4%

12.6%

11.5%

9.5%

2.3%

2.9%

2.5%

0% 20% 40% 60%

家族との団らん

友人との交流

おいしい食事

趣味・スポーツ

テレビ・ラジオの視聴

他人からの感謝

仕事

収入の獲得

勉強・教養

社会奉仕や地域活動

若い世代との交流

わからない

その他

無回答

(N=968)

十分感じている

27.8%

多少感じている

51.5%

あまり感じて

いない

12.9%

まったく感じていない

2.5%

わからない

3.1%
無回答

2.2%

(N=968)

45.8%

43.4%

11.1%

6.4%

5.5%

8.1%

5.2%

4.8%

23.4%

3.0%

1.2%

24.7%

18.1%

21.0%

7.6%

10.9%

8.2%

6.0%

5.0%

4.8%

3.6%

4.2%

0.5%

49.1%

0% 20% 40% 60%

趣味

健康維持・運動

生産活動・就業

教育・文化啓発

生活環境改善

安全管理

高齢者の支援

子育て支援

地域活動

特になし

その他

無回答

既に行っているもの

(N=928)

今後やりたい活動

(N=924)
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④趣味について 
ア．趣味の有無 

 

・「趣味がある」が約 40%を占めており、「趣味の

ようなものはある」も含めると約 75%を占めて

います。 

 

 

 

 

 

 

イ．具体的な趣味の内容（趣味または趣味のようなものがある人限定） 
 

・多様な趣味が挙がっていますが、「旅行」や「裁縫・

編み物」「園芸」「家庭菜園」「読書」「ウォーキン

グ」等が上位となっています。 

 

 

 

ウ．今後の趣味に関する意向（趣味がない人限定） 
 

・「ぜひ持ちたい」という積極的な人は 7.5％と少数

ですが、「多少持ちたい」という人が約半数を占め

ています。 

・一方、否定的な回答は約 1/3となっています。 

 

 

 

  

具体的な趣味の内容 
順位 趣味の内容 割合 
1位 旅行 17.1% 

2位 裁縫・編み物 12.3％ 

3位 園芸 10.7％ 

4位 家庭菜園 10.4％ 

5位 読書 10.4％ 

４人中３人が、趣味を持っている 

旅行、裁縫・編み物、園芸、家庭菜園、 

読書、ウォーキング等が上位 

現在趣味がない人の半数は、 

趣味を持ちたいと考えている 

趣味がある

39.9%

趣味のような

ものはある

35.6%

趣味はない

19.4%

わからない

2.5%

無回答

2.6%

(N=967)

ぜひ持ちたい

7.5%

多少持ちたい

48.1%

あまり感じて

いない

26.9%

まったく感じて

いない

6.1%

わからない

10.8%

無回答

0.5%

(N=212)
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エ．趣味を新たに始めるために必要なこと（現在趣味がなく、今後趣味を持ちたい人限定） 
 

・時間的及び経済的なゆとりを必要とする人が

それぞれ約半数を占めます。 

・「一緒に趣味をする仲間」や「趣味に関する情

報」「趣味を行う施設や場所」等も比較的多く

選ばれています。 

・50～60代では時間的及び経済的なゆとりを

必要とする人が他年代よりも多い一方で、

70 代では一緒に趣味をする仲間を求める人

が多い傾向にあります。 

＜年代別クロス集計＞ 
 

 

 

 

 

 

 

⑤社会参加活動について 
ア．社会参加・地域貢献活動についての考え 

 

・すでに参加している人は約 20%であり、条

件付きで参加したい人が約 40%、参加した

いと思わない人が約 30%います。 

・条件付きの人も含めると 50～60 代では

70％近い方が参加に肯定的である一方、70

代以上では無回答が多くなっています。 

＜年代別クロス集計＞   

時間的・経済的なゆとりや 

仲間、情報等が必要 

参加に肯定的な人（すでに参加含む）が 

過半数を占める 
すでに参加

している

22.3%

機会があれ

ば参加した

い

18.5%一緒に参加する仲間や友人が

いれば参加したい

18.5%

必要性は感じる

が参加したいと

思わない

25.5%

関心がない

ので参加した

いと思わない

4.6%

無回答

10.6%

(N=965)

53.4%

48.3%

34.7%

31.4%

27.1%

13.6%

10.2%

8.5%

0.8%

0.8%

1.7%

0% 20% 40% 60%

時間的なゆとり

経済的なゆとり

一緒に行う仲間

情報

施設や場所

よい指導者や団体

相談できる人・場所

移動手段

わからない

その他

無回答

(N=118)

41.7%

32.6%

16.0%

37.5%

27.8%

39.1%

44.0%

25.0%

33.3%

32.6%

20.0%

66.7%

63.0%

40.0%

58.3%

52.2%

40.0%

25.0%

13.0%

12.0%

25.0%

0% 50% 100% 150% 200% 250% 300%

50代(N=36)

60代(N=46)

70代(N=25)

80歳以上(N=8)

趣味に関する情報 一緒に趣味をする仲間 趣味を行う施設や場所
趣味を行う場所への移動手段 時間的なゆとり 経済的なゆとり
よい指導者や組織・団体 相談できる人・場所 わからない
その他 無回答

18.2%

24.2%

24.0%

20.0%

21.4%

21.5%

17.2%

12.0%

27.6%

20.2%

15.7%

10.0%

26.6%

25.3%

24.0%

28.0%

15.4%

24.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

50代(N=192)

60代(N=297)

70代(N=325)

80歳以上(N=150)

すでに参加 機会があれば参加したい 仲間や友人がいれば参加したい

必要だと思うが参加したくない 関心がなく参加したくない 無回答
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イ．（社会参加・地域貢献活動に対する）報酬等の考え 
 

・「無報酬で良い」と考える人と「実費は支払わ

れるべき」と考える人が、それぞれ 40%程

度います。 

 

 

   
ウ．65歳以降、または今後新たに仕事をする場合の働き方 

 

・フルタイムを希望する人は約 10%ですが、

週数回以上働くことを希望する人が約半数

を占めています。 

・働きたいとは思わない人は、約20%います。 

 

 

 

 

エ．仕事をしたい理由（65 歳以上または今後も働きたい人のみ） 
 

・「収入を得る」が最も多く、「楽しみや生きが

い」「社会とのつながり」の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

   

「無報酬」や「実費程度」が 

大半を占める 

約 40％の人が、高齢期に週数回以上の 

仕事を考えている 

「収入を得る」「楽しみや生きがい」 

「社会とのつながり」などが上位 

フルタイム

9.1% フルタイム以外

を週5日

8.8%

フルタイム以

外を週数回

25.6%

月数回

15.5%

働きたいとは

思わない

19.8%

その他

6.2%

無回答

15.0%

(N=967)

楽しみや

生きがい

20.8%

収入を得る

42.8%

健康

10.3%

社会との

つながり

18.9%

知識や経験を生かす

4.4%

その他

0.6%

無回答

2.2%
(N=544)

無報酬で

よい

43.8%

交通費などの実費は

支払われるべき

38.1%

実費に加え、謝礼報

酬は支払われるべき

6.7%

その他

2.7%

無回答

8.7%

(N=658)



18 

⑥全般 
ア．新たな生きがいを見つけるために活用したい講習や支援策 

 

・「趣味に関する講座」や「自由に参加できる運

動・スポーツの講習会」「健康づくりに関する

講座やセミナー」等が上位となっています。 

 

    
イ．普段、市の情報を得ている媒体 

 

・広報紙や回覧板を利用する人の割合が高いですが、テレビ・ラジオや新聞等も一定数利用されて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．普段のスマートフォンやパソコンの利用状況 
 

・年代により差があり、年齢が上がるほど利用

率は低くなっています。 

・60 代以下は、過半数以上が普段から利用し

ているのに対し、70 代以上は、所有してい

ない人が多数を占めています。 

  

「趣味」や「運動・スポーツ」 

「健康づくり」などが上位 

広報紙や回覧板から市の情報を入手する人が多い 

年代が上がるほど利用率が低い 

37.4%

31.5%

29.3%

21.6%

14.8%

11.4%

10.0%

8.9%

8.5%

7.1%

5.8%

4.6%

20.0%

0% 10% 20% 30% 40%

趣味

運動・スポーツ

健康づくり

教養を高める

インターネット・PC

仲間づくり

ボランティア活動

就業支援

地域活動

生きがい・仲間づくり

健康ポイント付与

その他

無回答

(N=968)

41.1%

45.2%

5.1%

4.4%

22.8%

29.8%

11.0%

10.8%

36.4%

29.6%

20.7%

17.7%

22.4%

26.6%

15.2%

32.4%

9.7%

9.7%

21.3%

23.9%

15.3%

9.1%

11.9%

14.9%

3.9%

3.1%

16.6%

15.3%

9.9%

8.9%

21.3%

8.8%

8.9%

12.5%

36.3%

38.7%

29.6%

25.5%

40.7%

33.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

広報(N=967)

回覧板(N=961)

チラシ(N=967)

掲示物(N=968)

ラジオ・テレビ(N=967)

新聞(N=963)

インターネット(N=968)

口コミ(N=967)

よく利用する たまに利用する あまり利用しない 全く利用しない 無回答

75.1%

51.2%

28.6%

10.1%

15.5%

22.2%

17.5%

13.4%

21.2%

43.7%

58.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

50代(N=193)

60代(N=297)

70代(N=325)

80歳以上(N=149)

普段から利用している

使えるがほとんど利用していない

所有していない

その他

無回答
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（３）アンケート結果から見た新元気世代の現状 
 

現在の暮らし全般の感想 
●幸福度スコア（0～10点で評価）は、平均6.90 で、全国調査と同様の傾向 
・性別では女性、年代別では 70代の幸福度が高い傾向。 

●幸せに感じる要因の上位は、健康や家庭円満、おいしい食事など 

健康維持に関すること 

●約8割の人が、自分は健康だと感じている 
・健康のため、普段から「十分な睡眠、休養」「栄養のバランスの取れた食事」「定期健診」など

を行っている人が多い。 

・今後やりたいことは、「十分な睡眠、休養」のほか、「友人・仲間と楽しい時間を過ごす」「栄養

のバランスの取れた食事」「定期健診」「ウォーキング・ランニング等」が多く選ばれている。 

生きがいづくりに関すること 
●約8割の人が、生きがい（喜びや楽しみ）を感じている 
・家族との団らんや友人等との交流、おいしい食事、趣味やスポーツ等に生きがいを感じる傾向。 

●4割以上の人が、趣味や健康維持等の活動をすでに行っている 

趣味について 

●４人中３人が、趣味（趣味のようなものを含む）を持っている 
・趣味の種類として、旅行、裁縫・編み物、園芸、家庭菜園等が上位。 

・現在趣味がない人のうち半数は、趣味を持ちたいと考えている。 

・現在趣味がない人が趣味を新たに始めるためには、時間的・経済的なゆとりや仲間、情報等が

必要とされている。 

社会参加活動について 

●社会参加や地域貢献の活動への参加に肯定的な人（（すでに参加含む）が過半数を占める 
・既参加者は約 20%、条件付きで参加したい人が約 40%、参加したいと思わない人が約 30%。 

・社会参加活動の報酬についての考えは、「無報酬」や「実費程度」が大半を占める。 

●4割以上の人が、高齢期に週数回以上の仕事を考えている 
・仕事をしたい理由は、「収入を得る」や「楽しみや生きがい」「社会とのつながり」などが上位。 

その他 

・生きがいを見つけるために、趣味や運動・スポーツの講座・講習会等を活用したい人は多い。 

・市の情報は広報紙や回覧板から入手する人が多い。 

・パソコンやスマホは、年代が上がるほど利用率が低下。 
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２．新元気世代に関する課題の整理 

１）課題の整理 
（１）新元気世代の活躍がより一層求められる 

50 歳以上の新元気世代が人口の過半数を占めることが確実であることか

ら、地域社会や産業をこれまで通り維持していくためには、新元気世代が健康

を維持し、様々な場面で活躍することがこれまで以上に求められます。 

 

（２）健康寿命の延伸が求められる 
高齢化の進行に伴い、本市でも高齢者の医療や介護に係る費用が増加傾

向にあり、高齢者の増加とともに日常生活に制限がある期間が延びると、医

療・介護費の増大が懸念されます。また、日常生活に制限がある期間を延ば

すことは、個人の生活の質を下げることにもつながります。そのため、平均

寿命の延び以上に健康寿命を延ばすことが求められています。 

 

（３）日常的な生活習慣の改善が求められる 
健康で長生きするためには、日常的な生活習慣を見直すことが重要です。

本市では、「睡眠・休養」や「食事」などを改善したい新元気世代が多いこ

とから、健康維持の第一歩として、日常的な生活習慣の改善を図ることが求

められます。 

 

（４）運動習慣の定着や運動のきっかけが求められる 
心身の健康維持の方法の一つとして、定期的な運動が挙げられます。運動

は疾病予防だけでなく、気分転換によるメンタルヘルス対策、生きがいづく

り等にも効果が期待されることから、新元気世代においても運動を始める

機会や場を提供するとともに、さらなる運動習慣の定着を図っていくこと

が望まれています。 

 

（５）高齢者の社会的孤立の防止が求められる 
核家族化の進行等により、本市でも高齢者のみの世帯や高齢者単身世帯が

急速に増加しています。高齢者の社会的な孤立は健康の悪化や生きがいの喪

失等につながることから、人と人が関わり合う機会の創出により、社会的な

孤立を防ぎ、誰もが生きがいを持って生活できる環境づくりが求められま

す。 
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（６）友人や仲間を作るきっかけが求められる 
友人や仲間との交流は、孤立を防ぐとともに、健康維持や生きがい

の要因になっていることから、新元気世代が友人や仲間を作るきっか

けが求められます。 

 

（７）趣味を持つきっかけが求められる 
本市では、すでに趣味を持っている新元気世代が約 3/4を占めています

が、趣味を持ちたいと希望する人も一定数存在します。そのため、新元気

世代が生きがいを持って生活できるよう趣味づくりの機会や場所を提供す

ることが求められます。 

 

（８）社会参加や地域貢献しやすい環境づくりが求められる 
地域コミュニティの担い手の確保や協働によるまちづくりの推進のた

め、ボランティア活動や自治会活動等に新元気世代が参加・協力すること

が求められています。また、これらの活動は、人とのつながりや充実感を

感じるなどのメリットもあることから、社会活動に肯定的な新元気世代が

活躍しやすい環境づくりが重要です。 

 

（９）ニーズに即した雇用の確保が求められる 
平均寿命の延伸や企業の人手不足等に伴い、高齢者の就業が進む

とともに、本市においても収入を得るために高齢期の就業を希望す

る方が一定数存在します。中には、生活のために収入の確保が必要

不可欠の世帯もあることから、ニーズにあった高齢者の雇用を確保

することが求められます。 

 

（10）講座や支援策等の提供が求められる 
アンケート結果から、生きがいを見つけるために、「趣味に関する講座」

や「自由に参加できる運動・スポーツの講習会」「健康づくりに関する講座

やセミナー」等が求められていることから、ニーズを見定めつつ、それら

の機会を提供していくことが重要です。 

 

（11）適切な方法による情報提供が求められる 
趣味や健康づくりに関する講座やイベントなどについて、必要と

する人に適切に情報を伝えることが求められます。年代により情報

を得る手段が異なることから、様々なツールを効果的に活用し、情

報提供することが重要です。 
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２）課題解決により期待される効果 
 

（１）健康維持 
 日常的な生活習慣の改善や運動の習慣化により、健康状態の維持・向上が期待できます。笑顔あ

ふれる暮らしを送るためには、まず心身ともに健康であることが大切です。また、高齢化の進行に

伴い、医療・介護費の増大が懸念されますが、健康状態を維持することで、それらの抑制にもつな

がります。高齢化が進行する一方、高齢者の体力的年齢は若くなっています。元気な新元気世代が

増えることで、社会貢献活動の活性化も期待できます。 

 

（２）生きがい 
 趣味を持ち、打ち込むこと、あるいは、知識や特技を活かして活動することや人の役に立つこ

と、仕事などにより収入を得ることは、生きがいにつながります。 

 アンケート調査によると、趣味はないが、趣味を持ちたいと思っている人が一定数存在するこ

と、趣味を持つための時間的・経済的ゆとりがない人、趣味の仲間や情報を求めている人がいるこ

となどから、趣味や講習、支援策など様々な情報を発信することで、各個人に合った趣味や生きが

いづくりが期待されています。 

 新元気世代の誰もが、生きがい・やりがいをみつけ、取り組んでいくことで、自身にとっても周

囲の人々にとっても、笑顔あふれる豊かな暮らしが実現されます。 

 

（３）孤立防止 
 健康で生きがいを持って暮らすことは、高齢者の社会的孤立防止につながります。 

 高齢者世帯、高齢者の単身世帯は急激に増加しています。静岡県総合健康センターの調査による

と、健康長寿のためには「運動」「栄養」に加え、「社会参加」をした方が、より健康で元気な暮ら

しが送れるという結果が出ています。このため、人や社会とのつながりをつくっていくことで、孤

立を防ぎ、健康長寿につながります。 

 ライフスタイルや価値観が多様化する中、人や社会とつながるための施策は、様々な角度からの

取組が求められています。それぞれの意欲や能力に応じた形で社会参加ができるような支援を行う

ことで、孤立しない暮らしの実現が図られます。 
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３）現状と課題等の関係 
現状と課題及び課題を解決することにより期待される効果の関係性を以下に整理しました。 

 

 

  


